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　学校だより第８５号をお届け致します。

　本号は、近年活躍の目覚ましいコンテストやクラブ活動などの本校学生の自主的活動や、各種国

際交流プログラムや郊外実習における学生の活躍を中心とした内容でお送りしております。

　長い歴史を礎に、新たな道を切り開いて歩み続ける本校の今の姿をお伝えできれば幸いです。

　本号におきましても、多くの方に記事をお寄せ頂きました。有難うございました。

（山下記）

編集後記

　平成２８年度専攻科（海事システム学専攻）５名を迎える入学式が10月３日（月）に挙行されました。
　新田校長から「初志を貫徹し、創造性豊かな、そして社会的応用性の高い研究を行い、これからの二年
間が有意義なものとなることを願います」と祝辞が述べられた後、新入生代表から「グローバルな視点で
物事を考え、社会に貢献できる立派な海事従事者となれるよう、精一杯取り組んで行きます」と挨拶があ
りました。
　新たな門出を迎えた新入生たちは、希望に満ち溢れた表情で会場を後にしました。

平成28年度専攻科（海事システム学専攻）入学式挙行

　本校では今年度も、広く地域社会に学習の機会を提供することを目的として、公開講座「サイ
テクランド 2016」を開催しました。
　今年度も、幅広い分野で実施し、142名の参加がありました。各講座の受講者は、先生の説明
を熱心に聞き、意欲的に授業に取り組んでいました。
　出前授業では、依頼があった伊勢・鳥羽市内の中学校を訪問し、3DCGの作成体験や、オリジナ
ル下敷き作り、LEGOロボットを使った授業等、普段経験することができない授業を体験していた
だきました。
　また、NPO法人「故郷の海を愛する会」との共催で、本校練習船鳥羽丸に乗船して体験航海と
造船所見学を行いました。造船所では船の建造の様子を見学し、重い鉄の船が浮く仕組みを勉
強していただきました。

公開講座「サイテクランド2016」を実施

学校通信

おもしろ理科実験

鳥羽商船高等専門学校　http://www.toba-cmt.ac.jp
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本
日
こ
こ
に
、
多
数
の
ご
来
賓
な
ら
び
に

保
護
者
の
皆
様
の
ご
出
席
の
も
と
、
平
成

二
十
八
年
度
、
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校

「
商
船
学
科
卒
業
証
書
授
与
式
」、
な
ら
び
に

専
攻
科
「
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
修
了
証
書

授
与
式
」
を
と
り
行
い
、
わ
が
国
の
産
業
や

科
学
技
術
を
担
っ
て
い
く
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す

こ
と
は
、
本
校
教
職
員
・
在
校
生
一
同
に
と

り
ま
し
て
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
ま

す
。商

船
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
航
海
コ
ー
ス

一
九
名
、
機
関
コ
ー
ス
一
七
名
の
皆
さ
ん

は
、
五
年
六
ヶ
月
の
高
等
教
育
の
課
程
を
修

了
し
、
準
学
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
専
攻
科
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

を
修
了
さ
れ
た
二
名
は
、
商
船
学
科
を
卒
業

後
、
こ
の
二
年
間
で
さ
ら
に
高
度
な
専
門
知

識
を
修
得
さ
れ
、
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授

与
機
構
の
審
査
に
も
合
格
し
、
学
士
の
称
号

が
授
与
さ
れ
ま
す
。
卒
業
生
・
修
了
生
の
皆

さ
ん
の
今
日
に
至
る
ま
で
の
努
力
を
称
え
ま

す
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
を
物
心
両
面
か
ら
支

え
て
来
ら
れ
た
保
護
者
・
ご
家
族
の
皆
様
に

も
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

商
船
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
本

校
キ
ャ
ン
パ
ス
や
鳥
羽
丸
に
お
け
る
四
年

六
ヶ
月
の
席
上
課
程
の
後
、
丸
一
年
間
に
及

ぶ
大
型
練
習
船
で
の
実
習
・
訓
練
を
経
験
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
普
通
の

高
校
や
大
学
の
教
育
課
程
で
は
得
ら
れ
な
い

貴
重
な
も
の
で
、
皆
さ
ん
の
今
後
の
人
生
に

お
い
て
大
き
な
財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
多
く
は
、
取
得
し
た
海
技
免
状
を

活
か
し
、
ま
ず
は
航
海
士
あ
る
い
は
機
関
士

と
し
て
海
運
会
社
に
就
職
さ
れ
ま
す
が
、
石

油
、
船
舶
、
あ
る
い
は
冷
凍
空
調
関
係
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
陸
上
企
業
に
就
職
さ
れ
る

方
も
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
に
勉
学
を

重
ね
る
べ
く
、
本
校
専
攻
科
に
進
学
さ
れ
る

方
や
、
国
立
大
学
に
編
入
学
さ
れ
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
進
路
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
皆

さ
ん
が
本
校
の
教
育
目
標
に
あ
る
「
人
間
性

豊
か
な
教
養
人
」、「
創
造
性
豊
か
な
技
術

者
」、「
国
際
性
豊
か
な
社
会
人
」
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

今
や
世
界
が
高
度
情
報
化
社
会
と
な
り
、

IoT

に
代
表
さ
れ
る
第
四
番
目
の
産
業
革
命

と
も
言
わ
れ
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー4.0

、
そ

し
て
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
展

す
る
中
で
、
皆
さ
ん
は
、
産
業
界
と
く
に
海

事
関
連
分
野
等
に
お
い
て
、
深
い
専
門
知
識

と
広
い
視
野
を
持
ち
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

備
え
、
か
つ
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
し
っ
か
り
持
っ
た
国
際
人
と
し

て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
さ

ら
に
英
語
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

等
の
向
上
に
努
め
、
本
校
で
培
っ
て
き
た
創

造
力
、
実
践
力
を
実
社
会
で
も
存
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

本
校
は
、
明
治
六
大
教
育
家
の
一
人
、
近

藤
真
琴
先
生
に
よ
っ
て
明
治
十
四
年
に
創
設

さ
れ
た
鳥
羽
商
船
黌
を
前
身
と
し
、
百
三
十

年
以
上
の
長
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で

す
。
そ
の
昔
か
ら
本
校
で
連
綿
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
教
育
理
念
、
あ
る
い
は
校
風
と
も

言
え
ま
す
が
、「
進
取
・
礼
譲
・

質
実
剛
健
」、
こ
の
三
つ
を
大

事
に
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
多
く
が
活
躍
す
る

海
洋
は
、
地
球
の
七
割
を
占
め

ま
す
。
国
境
で
区
切
ら
れ
た
窮

屈
な
陸
で
は
な
く
、
自
由
で
雄

大
な
海
で
夢
を
持
っ
て
活
躍
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
は
凶

暴
で
も
あ
り
、
荒
波
に
揉
ま
れ

る
木
の
葉
に
も
似
て
、
苦
難
を

感
じ
る
こ
と
も
多
々
あ
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
を
乗
り
切
る
に
は
、
あ
の

「
白
鯨 M

O
BY

-D
ICK

」
の
主
人
公
イ
シ
ュ

メ
ー
ル
の
よ
う
に
、
強
い
生
き
る
意
志
と
他

者
を
思
い
や
る
優
し
い
気
持
ち
が
必
要
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
を
し
っ
か
り
と
自

覚
し
て
歩
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
鳥
羽
商
船
高
等
専
門

学
校
は
皆
さ
ん
の
母
校
で
あ
る
と
同
時
に
、

社
会
へ
の
旅
立
ち
の
母
な
る
港
、
母
港
で
も

あ
り
ま
す
。
海
学
祭
あ
る
い
は
同
窓
会
な
ど

の
折
に
は
、
ま
た
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
航

路
の
安
全
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て

式
辞
と
致
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
五
日

鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
長　

新
田
保
次

平
成
二
十
八
年
度
・
第
四
十
五
回
商
船
学
科
卒
業
証
書
授
与
式
並
び
に

　

第
九
回
専
攻
科
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
修
了
証
書
授
与
式

校
長　

新
田
　
保
次
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商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
の
平
成
28
年
9
月
卒
業
生
は
19
名

で
す
。
こ
の
う
ち
就
職
が
14
名
、
進
学
が
5
名
と
な
り
ま
し

た
。
就
職
者
14
名
は
全
員
海
上
就
職
で
す
。
海
運
会
社
か
ら

の
求
人
は
、
昨
年
と
比
較
し
て
外
航
は
ほ
ぼ
同
じ
、
内
航
の

求
人
が
若
干
増
え
ま
し
た
。
内
訳
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

外
航
海
運
で
は
、
日
本
郵
船(
株)
、(

株)

商
船
三
井
、

川
崎
汽
船(

株)

に
各
1
名
、
旭
タ
ン
カ
ー(

株)

に
3
名

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
近
海
・
内
航
海
運
で
は
、
昭
和
日
タ

ン
マ
リ
タ
イ
ム(

株)

に
2
名
、
川
近
シ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト(

株)

、
日
本
ガ
ス
ラ
イ
ン(

株)

、
福
寿
船
舶(
株)

、

昭
陽
汽
船(

株)

、
鹿
児
島
船
舶(

株)

、
国
華
産
業(
株)

に
各
1
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
進
学
は
、
推
薦
に
よ
る
大

学
編
入
学
で
東
京
海
洋
大
学
海
洋
工
学
部
に
1
名
、
神
戸
大

学
海
事
科
学
部
に
1
名
、
本
校
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
科
に

3
名
が
入
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
専
攻
科
海
事
シ
ス
テ
ム
学

修
了
生
は
2
名(

何
れ
も
航
海
コ
ー
ス
出
身)

で
、
海
技
教

育
機
構(

旧
航
海
訓
練
所)

に
1
名
、
国
土
交
通
省
職
員
に

1
名
が
就
職
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
就
職
者
全
員
が
海
上
就
職
に
就
い
て
お
り
、
海

技
士
の
養
成
機
関
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
例
年
の
こ
と
で
す
が
、
大
手
外
航
船
社
へ
の
就
職
を

目
指
す
学
生
は
常
日
頃
勉
学
に
励
み
、
一
・
二
級
海
技
士(

航

海)

筆
記
試
験
、
第
三
級
海
上
無
線
通
信
士
試
験
等
に
合
格

を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス
コ
ア
ア
ッ

プ
に
も
懸
命
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。
在
校
生
の
み
な

さ
ん
も
目
標
を
据
え
て
計
画
立
て
て
勉
強
し
、
各
種
資
格
試

験
の
合
格
を
目
指
す
と
と
も
に
、
英
語
力
の
向
上
や
自
己
研

鑽
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
入
学
時
に
抱
い
た
夢
が
叶
う
よ
う

頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
9
月
の
機
関
コ
ー
ス
卒
業
者
は
17
名
で
し
た
。

そ
の
う
ち
、
海
上
就
職
が
11
名
、
陸
上
就
職
が
3
名
、
進
学

3
名
で
し
た
。
海
上
就
職
は
、
日
本
郵
船
（
株
）
1
名
、
川

崎
汽
船
（
株
）
２
名
、
太
平
洋
フ
ェ
リ
ー
（
株
）
1
名
、

（
株
）
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
1
名
、
第
一
中
央
内
航

（
株
）
1
名
、
福
寿
船
舶
（
株
）
2
名
、
中
国
総
業
（
株
）

1
名
、
大
阪
水
上
バ
ス
（
株
）
1
名
、
神
原
タ
グ
マ
リ
ン

サ
ー
ビ
ス
（
株
）
1
名
で
す
。
ま
た
、
陸
上
就
職
は
、
ダ
イ

キ
ン
工
業
（
株
）
1
名
、
出
光
興
産
（
株
）
2
名
で
し
た
。

進
学
は
、
本
校
専
攻
科
2
名
、
東
海
大
学
編
入
学
1
名
で
し

た
。
海
上
就
職
者
の
多
く
が
海
技
士
国
家
試
験
の
2
級
ま
た

は
1
級
筆
記
に
合
格
し
て
お
り
、
上
級
の
試
験
合
格
者
ほ
ど

希
望
の
企
業
に
合
格
す
る
傾
向
が
顕
著
で
し
た
。

　

商
船
学
科
は
、
外
航
船
員
を
養
成
す
る
た
め
の
船
舶
職
員

養
成
施
設
で
す
。
多
く
の
学
生
が
２
級
以
上
の
海
技
士
国
家

試
験
（
筆
記
）
に
合
格
し
、
希
望
す
る
船
会
社
の
採
用
試
験

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
就
職

活
動
を
行
う
学
生
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、
低
学
年

か
ら
英
数
国
・
・
・
等
の
、
基
礎
学
力
を
し
っ
か
り
身
に
付

け
て
お
く
と
、
採
用
試
験
（
面
接
試
験
、
学
力
試
験
、
Ｓ
Ｐ

Ｉ
、
適
正
検
査
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
作
文
…
等
々
が
あ
り
ま

す
）
で
必
ず
役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
課
外

活
動
な
ど
で
健
康
な
体
を
作
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も

身
に
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
校
で
学
生
一
人
当
た
り

の
企
業
求
人
数
が
一
番
多
い
の
は
機
関
コ
ー
ス
で
す
が
、
実

力
が
な
け
れ
ば
希
望
す
る
進
路
に
は
進
め
ま
せ
ん
。
学
生
に

と
っ
て
大
事
な
こ
と
は
、
低
学
年
時
か
ら
十
分
将
来
に
備
え

る
こ
と
で
す
。

平
成
28
年
度
の
電
子
機
械
工
学
科
5
年
生
42
名
の
中
で
、

進
学
希
望
者
は
7
名
、
就
職
希
望
者
35
名
で
し
た
。

求
人
企
業
は
、
電
機
産
業
、
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
、
電

力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
関
連
企
業
、

航
空
機
や
船
舶
な
ど
の
交
通
機
械
関
連
な
ど
幅
広
い
企
業

か
ら
、
就
職
希
望
学
生
数
を
大
き
く
上
回
る
求
人
数
が
あ

り
ま
し
た
。

就
職
状
況
に
つ
い
て
、
第
一
希
望
企
業
へ
の
就
職
率
は

約
80
％
で
し
た
。
企
業
側
の
試
験
方
法
は
、W

EB

試
験
の

導
入
な
ど
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
面
接
試
験
は
最
重

要
な
試
験
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
面
接
で
不
合
格
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
原
因
は
、
企
業
の
研
究
不
足
と

体
調
管
理
の
甘
さ
で
す
。
ま
た
、
面
接
で
は
、
社
会
性
・

協
調
性
を
見
ら
れ
ま
す
。
就
職
活
動
を
行
う
上
で
、
企
業

だ
け
で
は
な
く
、
社
会
情
勢
に
も
目
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
や
同
好
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
、

培
わ
れ
る
協
調
性
も
あ
り
ま
す
。
活
動
を
行
っ
て
い
る
学

生
は
、
是
非
や
り
遂
げ
て
く
だ
さ
い
。

進
学
状
況
に
つ
い
て
は
、
大
学
進
学
者
が
4
名
で
し
た
。

こ
の
う
ち
、
1
名
は
豊
橋
科
学
技
術
大
学
の
特
別
推
薦
コ
ー

ス
（
授
業
料
免
除
）
に
合
格
し
ま
し
た
。
残
り
3
名
は
、

本
校
専
攻
科
へ
進
学
し
ま
す
。
多
く
の
学
生
が
推
薦
を
希

望
し
ま
す
が
、
推
薦
が
無
く
て
も
学
力
試
験
で
希
望
す
る

大
学
や
専
攻
科
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

電
子
機
械
工
学
科
の
全
学
生
諸
君
、
君
た
ち
の
進
路
の

選
択
肢
は
想
像
以
上
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

苦
し
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
主
的
・
積
極
的

に
行
動
し
学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
4
年
生
諸
君
、

今
年
の
12
月
ぐ
ら
い
か
ら
自
己
Ｐ
Ｒ
を
考
え
始
め
て
く
だ

さ
い
。

商
船
学
科 

航
海
コ
ー
ス
の
就
職
・
進
学
状
況
に
つ
い
て

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
主
任

片
岡
　
高
志

商
船
学
科　
機
関
コ
ー
ス
の
就
職
・
進
学
状
況
に
つ
い
て

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
主
任

伊
藤
　
友
仁

電
子
機
械
工
学
科
の
就
職
・
進
学
状
況

電
子
機
械
工
学
科
長

古
森
　
郁
尊
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本
年
度
は
、
10
月
30
日
時
点
で
5
年
生
41
名
の
う
ち
、
就

職
30
名
、
進
学
9
名
の
進
路
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

就
職
に
関
し
て
は
、
売
り
手
市
場
は
継
続
し
て
お
り
、
大

手
企
業
が
中
心
で
、
製
造
業
は
も
ち
ろ
ん
、
電
力
会
社
や
運

輸
業
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
系
の
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
多
様
な
業
種
に
就

く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

進
学
に
つ
い
て
は
、
留
学
生
1
名
が
豊
橋
技
術
科
学
大

学
、
8
名
の
進
学
希
望
者
が
第
1
志
望
ど
お
り
本
校
専
攻
科

に
進
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

4
年
生
の
と
き
か
ら
、
ク
ラ
ス
全
員
で
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
」
に
つ
い
て
考
え
、
自
己
分
析
、
業
界
調
査
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
肯

定
的
に
実
施
で
き
た
学
生
は
、
や
は
り
1
社
目
で
内
々
定
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
取
組
に
消
極
的
だ
っ
た
学
生
は
、
や
は
り

就
職
活
動
で
苦
労
し
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ま
す
。
就
職

先
・
進
学
先
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
将
来
像
を

描
く
上
で
非
常
に
重
要
な
活
動
で
す
。
自
己
分
析
を
し
っ
か

り
行
い
、
こ
れ
ら
か
何
を
や
り
た
い
か
を
明
確
に
し
た
上

で
、
自
分
の
考
え
や
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
相
手
に
う
ま
く
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
4
年
生
以
下
の
皆
さ
ん
は
、
授
業
・
試
験
以
外
に

何
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
？
明
日
就
職
の
面
接
が
あ
っ
た

と
し
て
も
自
己
Ｐ
Ｒ
が
す
ぐ
に
出
来
る
よ
う
な
努
力
を
続
け

ま
し
ょ
う
。

進
路
が
決
定
し
た
皆
さ
ん
、
社
会
人
に
な
る
と
ま
と
ま
っ

た
時
間
を
自
分
の
た
め
に
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま

す
か
ら
、
今
の
う
ち
に
自
己
研
鑚
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

専
攻
科
の
就
職
状
況
で
す
が
、
好
調
で
希
望
通
り
の
企
業

に
就
職
で
き
た
学
生
が
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
就
職
活
動

の
時
期
の
変
更
に
よ
る
混
乱
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が

4
月
中
に
希
望
の
1
社
目
へ
書
類
を
提
出
し
、
5
月
か
ら
6

月
に
か
け
て
内
々
定
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
学
校
推
薦
に
よ

る
応
募
の
場
合
、
1
社
目
か
2
社
目
で
合
格
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
今
年
度
は
自
由
応
募
で
採
用
試
験
を
受
け
た
場
合
も

多
く
、
2
名
が
就
職
先
と
し
て
自
由
応
募
に
よ
る
企
業
を
選

択
し
て
い
ま
す
。
学
生
自
身
の
努
力
も
あ
り
ま
す
が
、
売
り

手
市
場
で
あ
る
こ
と
や
新
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
慣
れ
た
の

も
好
調
で
あ
っ
た
原
因
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
方
残
念
な
が
ら
、
今
年
度
の
進
学
者
は
0
人
で
し
た
。

現
在
の
研
究
を
大
学
院
で
も
継
続
で
き
る
制
度
や
グ
ロ
ー
バ

ル
な
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
も
大
学
院
へ
の
進
学
に
つ
い

て
積
極
的
に
検
討
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

就
職
準
備
の
た
め
の
一
歩
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が

あ
り
ま
す
が
、
専
攻
科
か
ら
は
三
菱
電
機
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
株
）、
キ
ヤ
ノ
ン
シ
ス
テ
ム
ア
ン
ド

サ
ポ
ー
ト
（
株
）、
マ
イ
ス
タ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
株
）

に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
希
望
者
に
対
し
て
実
際
に
参
加
で
き
た
割
合
が
低

い
の
で
、
協
力
企
業
を
増
や
す
努
力
が
必
要
で
す
。 

今
年
度
は
好
調
で
し
た
が
、
来
年
度
も
こ
れ
が
続
く
よ
う

学
生
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

制
御
情
報
工
学
科
の
進
路
状
況

制
御
情
報
工
学
科
長

江
崎
　
修
央

専
攻
科
の
就
職
・
進
学
状
況

専
攻
科
長

宮
㟢
　
　
　
孝

平成28年３月及び平成28年９月卒業生進路先一覧（順不同）　平成28年9月30日現在

平成28年３月及び平成28年９月専攻科修了生進路先一覧（順不同）　平成28年9月30日現在

生産システム工学専攻
●就職先　ソニーデジタルネットワークアプリケーションズ（株）、フジテック（株）、富士電機（株）、
三菱電機プラントエンジニアリング（株）、三菱電機エンジニアリング（株）、（株）ＮＴＴファシリ
ティーズ中央、（株）ＮＴＴファシリティーズ関西、竹田設計工業（株）
●進学先　北陸先端技術大学院大学

商船学科
●就職先　（株）商船三井、日本郵船

（株）、川崎汽船（株）昭和日タンマリ
タイム（株）、川近シップマネージメ
ント（株）、旭タンカー（株）、日本ガ
スライン（株）、福寿船舶（株）、国華
産業（株）、昭陽汽船（株）、旭タン
カー（株）、鹿児島船舶（株）、（株）
フェリーさんふらわあ、大阪水上バス

（株）、出光興産（株）、第一中央内航
（株）、神原タグマリンサービス（株）、
中国総業（株）、ダイキン工業（株）、
太平洋フェリー（株）
●進学先　東京海洋大学、神戸大学、
鳥羽商船高専専攻科（海事）

電子機械工学科
●就職先　村田機械（株）、村田ツール（株）、島津メ
ディカルシステムズ（株）、（株）日立ビルシステム、
東芝エレベータ（株）、中部電力（株）、（株）タマ
ディック、テバ製薬（株）、森永乳業（株）、関西保温
工業（株）、日本オーチス・エレベータ（株）、東海旅
客鉄道（株）、キクカワエンタープライズ（株）、三菱
電機ビルテクノサービス（株）、ダイキンエアテクノ

（株）、日本オーチス・エレベータ（株）、ＡＮＡライ
ンメンテナンステクニクス（株）、（株）Ｍテック、

（株）カンセツ
●進学先　豊橋技術科学大学、鳥羽商船高専専攻科

（生産）

制御情報工学科
●就職先　美和ロック（株）、（株）ＫＳＦ、（株）エ
ヌ・ティ・ティ ネオメイト、東海旅客鉄道（株）、（株）
トヨタコミュニケーションシステム、万里設備（株）、
三菱電機エンジニアリング（株）、ジャパンマリンユナ
イテッド（株）、（株）オプティム、日本オーチス・エ
レベータ（株）、東ソー（株）、富士ゼロックス三重

（株）、神鋼テクノ（株）、中部電力（株）、国際ソフト
ウェア（株）、出光興産（株）、関西電力（株）、リンナ
イ（株）、イオンディライト（株）、（株）日立ビルシス
テム、キヤノンシステムアンドサポート（株）、オムロ
ンフィールドエンジニアリング（株）、シンフォニアテ
クノロジー（株）、富士重工業（株）、（株）東芝
●進学先　筑波大学、豊橋技術科学大学、長
岡技術科学大学、鳥羽商船高専専攻科（生産）

海事システム学専攻
●就職先　国土交通省、（独）海技教
育機構
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平
成
28
年
10
月
8
日
9
日
に
、
主
管
校

と
し
て
開
催
し
た
全
国
高
専
第
27
回
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
（
以
下
プ
ロ
コ

ン
）
も
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。
運
営
を

支
え
て
く
れ
て
い
る
プ
ロ
コ
ン
実
行
委
員

の
先
生
方
や
、
協
賛
企
業
様
・
後
援
団
体

様
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
き
、
率
直
に
嬉

し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
教
職
員

の
皆
様
方
、
制
御
情
報
工
学
科
3
・
4
・

5
年
生
＋
専
攻
科
の
学
生
さ
ん
た
ち
の
お

か
げ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
が
決
ま
っ
て
か
ら
の
2
年
間
は
、
3

学
科
し
か
な
い
小
規
模
な
本
校
（
し
か
も

M

科
は
当
日
ロ
ボ
コ
ン
で
不
在
）
で
運
営

す
る
た
め
の
人
員
配
置
や
、
狭
い
会
場
の

ど
こ
で
何
を
実
施
す
る
か
で
頭
を
悩
ま
せ

る
毎
日
で
し
た
。

開
催
前
の
数
ヶ
月
は
、
準
備
を
し
続
け

て
も
ゴ
ー
ル
の
見
え
な
い
仕
事
量
で
し
た
。

年
々
発
展
し
肥
大
化
す
る
プ
ロ
コ
ン
で
は
、

各
種
書
類
作
成
、
参
加
学
生
の
登
録
は
も

ち
ろ
ん
、
協
賛
企
業
様
の
意
向
調
整
、
来

賓
対
応
、
弁
当
の
集
計
、
各
種
宴
席
の
手

配
、
時
に
は
ク
レ
ー
ム
処
理
な
ど
に
奔
走

す
る
毎
日
で
し
た
。

本
選
当
日
は
、
私
は
受
付
後
ろ
に
本
部

を
構
え
て
ト
ラ
ブ
ル
の
み
に
対
応
し
て
い

た
の
で
、
運
営
の
駄
目
な
と
こ
ろ
し
か
見

え
な
い
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、
本
選
2

第
27
回
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
主
管
校
と
し
て

プ
ロ
コ
ン
実
行
委
員
会　

事
務
局
長

江
崎
　
修
央

私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
用
い

た
防
災
減
災
地
図
作
成
シ
ス
テ
ム
「
み
つ
ば

ち
ず
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
国

高
専
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
自
由
部

門
に
参
加
し
、
最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣

賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

私
た
ち
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
自
治

会
が
ド
ロ
ー
ン
を
自
動
航
行
さ
せ
、
ド
ロ
ー

ン
が
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
元
に
被
害
マ
ッ
プ

を
自
動
で
生
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
ま
た
こ
の
チ
ー
ム
で
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い
で

す
。私

は
開
発
期
間
中
に
感
じ
た
こ
と
が
２
つ

あ
り
ま
す
。

１
つ
目
、
作
業
が
進
む
時
期
と
な
か
な
か

進
ま
な
い
時
期
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

進
ま
な
い
時
の
原
因
は
大
抵
、
チ
ー
ム
内
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
か
っ
た
こ

と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
様
々
な
問
題
が
出
て
き

ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
は
大
切
だ
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
当
に
大
切
で
必
要
な
こ
と
な
ん
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

２
つ
目
、
地
域
の
方
と
の
繋
が
り
が
と
て

も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
に
地

元
自
治
会
の
方
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
に
協
力

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
シ
ス
テ
ム
が

全
国
高
専
プ
ロ
コ
ン
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
！

制
御
情
報
工
学
科
４
年

服
部
　
魁
人

日
目
に
客
観
的
に
考
え
た
と
き
に
、
ど
れ
も

致
命
的
な
ト
ラ
ブ
ル
で
は
な
い
こ
と
や
、
各

担
当
で
そ
れ
ぞ
れ
初
動
対
応
が
う
ま
く
行
っ

て
い
る
様
子
が
わ
か
り
、
全
般
的
に
は
順
調

に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
よ
う
や
く
理
解
で
き

ま
し
た
。

今
回
の
大
会
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
事

務
局
長
と
し
て
常
に
考
え
て
い
た
の
は
、
も

し
急
に
私
が
い
な
く
な
っ
て
も
開
催
不
可
能

に
さ
せ
な
い
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

各
部
署
の
責
任
者
・
担
当
者
に
情
報
が
行
き

渡
る
仕
組
み
づ
く
り
に
注
力
し
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
分
け
や
配
置
は
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
調
整

を
続
け
ま
し
た
が
、
お
か
げ
様
で
各
担
当
者

は
業
務
内
容
を
理
解
し
て
、
各
自
の
判
断
で

正
し
く
進
め
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
た
だ

し
、
私
が
直
接
指
示
を
出
す
学
生
さ
ん
達
に

は
、
い
つ
も
以
上
に
厳
し
い
言
葉
が
飛
ん
で

お
り
、
昼
ご
は
ん
も
喉
を
通
ら
な
か
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
改
め
ま
し
て
今
回
の
大
会
は
皆

様
の
お
か
げ
で

無
事
に
運
営
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
教
職

員
の
皆
様
、
学

生
さ
ん
に
は
こ

の
場
を
借
り
て

お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

よ
り
良
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
コ
ン
当
日
、
デ
モ
ブ
ー
ス
に
は

た
く
さ
ん
の
企
業
の
方
に
き
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
の
説
明
を
す
る

と
、「
完
成
度
が
高
い
」、「
今
す
ぐ
に
で

も
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
」
な
ど
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
の
方
と
お
話
し

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
、
チ
ー

ム
で
開
発
す
る
上
で
注
意
す
べ
き
こ
と

や
、
チ
ー
ム
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
教
官
・
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。現

在
、「
み
つ
ば
ち
ず
」
は
地
元
自
治

会
で
実
証
実
験
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
多
く
の
地

域
に
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
自
治
会
の
方
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
得
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
の
改
良

を
続
け
て

い
き
ま
す
。
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私
は
一
年
生
か
ら
ロ
ボ
コ
ン
を
し
て
お

り
、
去
年
ま
で
は
大
会
で
１
勝
す
ら
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
年
、
半
年
か

け
て
作
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
全
く
活
躍
す
る
こ

と
な
く
終
わ
る
の
は
と
て
も
悔
し
か
っ
た
で

す
。
特
に
昨
年
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
一
つ

上
の
先
輩
た
ち
と
一
緒
の
チ
ー
ム
で
戦
え
る

最
後
の
大
会
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
出
来
も
そ
れ

ま
で
で
一
番
良
か
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
先

輩
た
ち
を
勝
た
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
結
果
は
課
題
の
ク
リ
ア
も
ま
ま
な
ら
ず

初
戦
敗
退
で
と
て
も
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
先
輩
達
は
、
私
た
ち
な
ら
次

の
年
に
良
い
結
果
を
出
す
と
信
じ
て
く
れ
、

そ
の
気
持
ち
に
こ
た
え
る
た
め
に
こ
の
半
年

間
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
今
年
は
、
地
区
大
会
で
は

１
勝
で
き
、
ア
イ
デ
ア
賞
と
特
別
賞
の
二
つ

を
受
賞
し
、
さ
ら
に
全
国
大
会
へ
の
出
場
も

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
、
全
国
大
会

で
は
初
戦
敗
退

と
い
う
結
果
に

な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
た
、

地
区
大
会
、
全

国
大
会
と
も
に

課
題
の
全
ク
リ

ア
に
は
い
た
る

こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
去

年
ま
で
と
は
違
っ
て
練
習
で
は
課
題
を
す
べ

て
ク
リ
ア
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
毎
年
着
実
に
鳥
羽
商
船
高

専
の
ロ
ボ
コ
ン
は
成
長
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
も
後
輩
達
が
、
成
長
を
続
け
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
１
６
年
8
月
27
日
か
ら
28
日
に
愛
知

県
碧
南
市
の
勤
労
青
少
年
水
上
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、
ソ
ー
ラ
ー
＆
人
力

ボ
ー
ト
全
日
本
選
手
権
の
人
力
ボ
ー
ト
部
門

に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
人
力
ま
た
は
ソ
ー
ラ
ー
パ

ワ
ー
を
用
い
て
推
進
す
る
手
作
り
ボ
ー
ト
の

レ
ー
ス
で
、
毎
年
夏
に
１
回
日
本
ソ
ー
ラ
ー

＆
人
力
ボ
ー
ト
協
会
の
主
催
で
大
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
会
の
種
目
は
、
２
０
０

ｍ
ス
ピ
ー
ド
レ
ー
ス
・
１
０
０
０
ｍ
周
回

レ
ー
ス
・
1
時
間
耐
久
レ
ー
ス
の
3
種
目
が

あ
り
、
ボ
ー
ト
の
ス
ピ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、

ボ
ー
ト
自
体
の
耐
久
性
・
操
縦
性
な
ど
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
に
本
校

で
は
、
２
０
０
７

年
か
ら
商
船
学

科
の
鎌
田
先
生

と
そ
の
卒
業
研

究
学
生
達
を
中

心
と
し
た
チ
ー

ム
で
11
年
連
続

の
出
場
と
な
り

新
し
く
設
計
・

製
作
し
た
出
来
た
て
の
船
体
の
「
カ
マ
テ
ッ

ク
16
号
」
で
挑
戦
し
ま
し
た
。
船
体
の
製
作

は
作
業
量
が
多
く
大
変
で
し
た
が
、
様
々
な

こ
と
を
学
べ
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
初
日
の
耐
久

レ
ー
ス
は
人
力
排
水
量
部
門
（
水
中
翼
で
な

い
）
に
て
「
１
時
間
耐
久
レ
ー
ス
３
位
」
で

入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
次
の
日
の
ス
ピ
ー
ド
レ
ー
ス
で
は
推
進

力
を
伝
え
る
ギ
ア
が
不
調
に
な
り
、
完
走
は

で
き
た
も
の
の
総
合
順
位
を
大
き
く
落
と
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
の
学
生
総
合
優
勝
は
愛
知
県
の
「
享

栄
高
校
」
で
し

た
が
、
来
年
は

今
年
の
失
敗
を

も
と
に
良
い
結

果
を
出
し
て
欲

し
い
で
す
。
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
は

色
々
ト
ラ
ブ
ル

も
あ
り
大
変
で

し
た
が
、
勉
強

す
る
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
と
て

も
良
い
経
験
で

し
た
。

8
月
22
日
と
23
日
に
オ
ム
ロ
ン
株
式
会
社

東
京
事
業
所
で
行
わ
れ
た
、
オ
ム
ロ
ン
・
高

専
機
構
共
同
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
平
成
28

年
度
生
産
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
成
果
発
表

会
に
私
た
ち
専
攻
科
1
年
生
3
名
か
ら
な
る

チ
ー
ム
で
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
は
今
年
度
で
3
回
目
と
な
り
、
今
回
は
7

高
専
が
約
3
か
月
間
課
題
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
課
題
は
生
産
技
術
に
使
わ
れ
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
（P

LC

）
で
制
御
さ
れ
る
3
軸
ロ

ボ
ッ
ト
を
使
い
、
紐
で
結
ば
れ
揺
れ
る
サ
イ

コ
ロ
を
回
転
す
る
テ
ー
ブ
ル
の
穴
へ
手
動
と

自
動
で
入
れ
る
規
定
課
題
と
自
由
課
題
で
し

た
。
手
動
で
穴
へ
入
れ
る
の
が
難
し
く
、
か

な
り
練
習
が
必
要
で
し
た
。

鳥
羽
商
船
と
し
て
3
連
覇
を
目
指
す
最
終

発
表
会
は
接
戦
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は

自
由
課
題
と
し

て
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
へ
の
水
の
充

填
と
キ
ャ
ッ
プ

締
め
を
行
い
好

評
で
し
た
が
、

簡
単
な
は
ず
の

規
定
課
題
で
今

ま
で
出
な
か
っ

た
バ
グ
で
の
失

敗
が
あ
り
惜
し

く
も
準
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。

悔
い
が
残
る
結

果
と
な
り
ま
し

た
が
、
不
測
の

事
態
に
対
応
で

き
る
冷
静
さ
が
必
要
だ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　
　
　
　

僕
た
ち
の
チ
ー
ム
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

用
い
て
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
中
に
救
難

信
号
を
発
信
す
る
ア
プ
リ
を
開
発
し

H
ackU

2016

と
い
う
コ
ン
テ
ス
ト
の
名
古

屋
会
場
に
参
加
し
ま
し
た
。

僕
が
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
理
由
は
授

鳥
羽
商
船
ロ
ボ
コ
ン
同
好
会
の
成
長

電
子
機
械
工
学
科
４
年

片
浦
　
雄
大

ソ
ー
ラ
ー
＆
人
力
ボ
ー
ト
全
日
本
選
手

権
大
会
２
０
１
６
に
参
加
し
て

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
５
年

三
谷
　
僚

２
０
１
６
年
・
生
産
技
術
コ
ン
テ
ス
ト

専
攻
科 

生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
１
年

杉
山
　
雄
哉

H
ackU

2016 

名
古
屋
会
場
を
終
え
て

制
御
情
報
工
学
科
４
年

中
村
　
洋
平
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業
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
実

際
に
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
し
て
み
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
3
人
で
そ
れ
ぞ
れ
役
割

を
分
担
し
て
開
発
、
資
料
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
当
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
終
了
後
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
時

間
に
審
査
員
、
他
の
チ
ー
ム
の
方
か
ら
「
ス

マ
ホ
を
海
中
か
ら
浮
か
せ
る
の
は
お
も
し
ろ

い
」
な
ど
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

実
際
に
意
見
を
聞
く
こ
と
で
自
分
達
で
は

分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
ア
プ
リ
の
欠
点
、
改

善
点
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
優
秀

賞
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
副
賞
と

し
て
チ
ー
ム
で

招
待
さ
れ
て
い

る

2

月

の

H
ackD

ay

に

向
け
て
チ
ー
ム

の
3
人
で
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合

い
、
開
発
す
る

た
め
の
ス
キ
ル

を
高
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
８
月
にU

L JA
P

A
N

主
催
の
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、
11
月
に
東
海
北
陸

地
区
高
専
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

場
し
、
船
舶
の
安
全
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
し

ま
し
た
。
前
者
で
は
優
秀
賞
、
後
者
で
は
全

国
大
会
へ
進
め
な
か
っ
た
も
の
の
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。U

L 

の
コ
ン
テ
ス
ト
は
初
め

て
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
練
習
時
間
が
少
な
く
、

内
容
も
不
十
分
で
、
自
分
の
力
を
十
分
に
発

揮
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
反
省
を
活
か

し
、
高
専
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け

て
内
容
の
見
直
し
や
発
表
の
練
習
を
何
度
も

行
い
ま
し
た
。
高
専
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
、
私
は
11
名
中
最
後
の
順
番
で
、
他

高
専
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き
、
入
賞
す
る

自
信
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
大
き
な
ミ
ス
な

く
発
表
出
来
ま
し
た
。
今
回
、
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
に
入
賞
出
来
た
の
は
、
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
お
か
げ
で
す
。
来
年

は
、
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、
今
よ
り
さ

ら
に
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
、
他
の
発
表
者
に
負

け
な
い
ス

ピ
ー
チ
が

出
来
る
よ

う
練
習
を

重
ね
て
い

き
た
い
と

思
い
ま

す
。

IS
TS

(International S
ym

posium
 on 

Technology for Sustainability)

に
参
加
し
て

海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
２
年

大
見
　
航
也

私
は
10
月
4
日
～
13
日
の
間
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
行
わ
れ
た
Ｉ

Ｓ
Ｔ
Ｓ
に
参
加
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
そ
し
て
日
本
の
学
生
で
行
わ
れ

た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

今
年
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
現
地
で
様
々
な

専
門
知
識
を
持
つ
学
生
が
1
つ
の
グ
ル
ー
プ

と
し
て
活
動
し
、
問
題
を
明
確
化
し
て
解
決

策
を
提
案
す
る
も
の
で
し
た
。
ま
ず
、
茨
城

県
筑
波
市
で
開
催
さ
れ
た
活
動
で
は
企
業
や

市
役
所
な
ど
の
見
学
、
調
査
の
上
で
、
英
語

に
よ
る
論
文
作
成
と
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま

し
た
。
英
語
で
の
作
成
は
初
め
て
だ
っ
た
の

で
す
が
、
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
は
、M

ost 
O

utstanding P
oster

賞
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

各
国
、
各
校
か
ら
の
学
生
と
交
流
す
る
中

で
、
専
門
分
野
以
外
を
学
び
な
が
ら
、
自
分

の
国
以
外
の
習
慣
に
も
接
す
る
こ
と
で
国
際

的
な
視
野
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
1
つ
の

課
題
に
多
角
的
に
向
き
合
う
大
切
さ
を
学
び

よ
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
、

将
来
の
仕
事
で
あ
る
航
海
士
の
仕
事
に
役
に

立
つ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

涼
し
い
風
に
、
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
我
々
カ
ッ
タ
ー
部
は
来
年

度
、
鳥
羽
で
行
わ
れ
る
漕
艇
大
会
に
向
け
部

員
一
同
、
一
丸
と
な
り
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

さ
て
、
既
に
ご
存
知
の
方
も
お
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
年
6
月
26
日
に
カ
ッ

タ
ー
部
が
人
命
救
助
を
行
い
ま
し
た
。
当

時
、
私
た
ち
は
7
月
の
漕
艇
大
会
に
向
け
練

習
し
て
お
り
、
そ
の
最
中
に
故
障
し
沈
み
か

け
て
い
た
水
上
バ
イ
ク
を
発
見
し
人
命
救
助

を
行
い
ま
し
た
。
初
め
遭
難
し
た
人
を
見
つ

け
た
時
は
慌
て
て
し
ま
い
、
敏
速
な
対
応
を

と
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
乗
船
し
て
い
た
部
員
が
ま
と
ま
っ
て
力

を
尽
く
し
た
こ
と
で
結
果
的
に
尊
い
命
を
助

け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
こ
の
よ
う
な
経
験
を
ふ
ま
え
、
仲
間

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
ど
ん
な

困
難
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
こ
と
を
身
を
持
っ

て
実
感
し
ま
し
た
。
来
年
に
向
け
、
さ
ら
に

部
員
一
同
、
心
身
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い

で
す
。
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

商
船
学
科
２
年

見
代
　
健

カ
ッ
タ
ー
部
人
命
救
助
に
関
し
て

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
３
年

森
山
　
風
音

商船学科3年堀口君（左側）と
筆者（右側）
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献
血
功
労
者
表
彰
で
金
色
有
功
章
を
受
章

学
生
会
会
長　

制
御
情
報
工
学
科
４
年

世
古
　
穣
太
郎

本
校
は
、
平
成
28
年
度
三
重
県
献
血
功
労

者
表
彰
で
金
色
有
功
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

金
色
有
功
章
と
は
、
献
血
回
数
が
１
０
０
回

以
上
の
献
血
者
、
献
血
活
動
継
続
年
数
が
20

年
以
上
の
献
血
団
体･
献
血
推
進
団
体
及
び

献
血
推
進
者
に
授
与
さ
れ
る
章
で
す
。

本
校
で
は
長
年
、
秋
の
海
学
祭
に
お
い
て

献
血
活
動
を
行
っ
て
き
た
た
め
、
そ
の
功
績

を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
今
回
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
鳥
羽
商
船
高
専
の
一
学
生
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
章
を
頂
け
て
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
毎
年
行
っ
て
い
る
こ

の
献
血
活
動
で
多
く
の
人
が
助
か
っ
て
い
る

と
思
う
と
、
学
生
会
役
員
と
し
て
こ
の
活
動

を
続
け
て
き
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
献

血
活
動
を
継
続
し

て
い
き
、
血
液
を

必
要
と
し
て
い
る

多
く
の
人
の
手
助

け
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
少
林
寺
拳
法
部
は
７
月
28
日
～
７

月
31
日
に
岡
山
県
美
作
市
で
開
催
さ
れ
た
全

国
総
合
体
育
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
今
回

の
開
催
地
は
少
林
寺
拳
法
開
祖
の
誕
生
し
た

場
所
で
も
あ
り
、
い
つ
も
以
上
に
気
合
が
入

り
ま
し
た
。
三
重
県
代
表
と
し
て
男
子
組
演

武
1
組
、
女
子
組
演
武
１
組
、
男
子
単
独
演

武
1
名
が
本
校
か
ら
出
場
し
ま
し
た
。
限
ら

れ
た
練
習
時
間
の
中
で
、
互
い
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
合
い
、
よ
り
良
い
演
武
を
作
り
上
げ
て

き
ま
し
た
。

試
合
会
場
は
熱
気
と
歓
声
に
包
ま
れ
、
私

た
ち
を
圧
倒
す
る
よ
う
で
し
た
。
演
武
で

は
、
自
分
ら
し
さ
を
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
大
会
の
壁
は
厚
く
、
予
選
敗

退
と
い
う
結
果
に
な
り
、
力
不
足
を
痛
感
し

ま
し
た
。
他
校
の
演
武
は
キ
レ
が
良
く
、
気

合
も
大
き
く
、
見
本
と
な
る
様
な
も
の
で
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
次
へ
の
目
標
を
持
つ

こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
大
会
に

出
場
で
き
た
こ

と
は
私
に
と
っ

て
凄
く
貴
重
な

経
験
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
経

験
を
活
か
し
こ

れ
か
ら
も
一
層

日
々
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

第
68
回
中
部
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
に
出
場
し
て

電
子
機
械
工
学
科
５
年

中
井
　
彩
華

　

今
年
の
中
部
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
は
、

平
成
28
年
7
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
岐
阜
メ

モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
専
か
ら
初
心
者
と
し
て
卓
球
部
に
入
部

し
、
日
々
の
練
習
に
取
り
組
む
中
で
、
こ
の

大
会
に
出
る
こ
と
は
私
の
目
標
の
一
つ
で
し

た
。
4
年
生
ま
で
は
予
選
を
通
過
で
き
ず
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
5
年
生
の
最
後

の
予
選
会
で
は
、
同
級
生
の
堀
江
さ
ん
や
後

輩
の
内
田
さ
ん
と
一
緒
に
通
過
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
会
場
に
入
り
、
各
県
の
代
表

選
手
の
プ
レ
ー
を
見
て
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
に

す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
。
ダ
ブ
ル
ス
の
試
合

は
堀
江
さ
ん
と
組
み
、
1
回
戦
は
石
川
県
代

表
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
ペ
ア
と
対
戦
し
ま
し

た
。
シ
ン
グ
ル
ス
の
試
合
で
は
、
富
山
県
代

表
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
選
手
と
対
戦
し
ま
し

た
。
今
回
の
大
会
で
は
、
1
回
戦
を
突
破
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
強
い
人
達
の
プ
レ
ー

を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
出
場
で
き

た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
私
が
こ
こ
ま

で
こ
ら
れ
た
の
は
卓
球
部
の
先
輩
や
後
輩
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々
、
顧
問
の
教
官
の
お

か
げ
で
す
。

本
当
に
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し
た
。

剣
道
部

制
御
情
報
工
学
科
４
年

小
林
　
由
実

剣
道
部
は
現
在
、
男
子
15
人
、
女
子
3

人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
1
人
、
合
計
19
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
練
習
は
、
週
に
4
回
、
16

時
か
ら
18
時
で
す
。
昨
年
度
か
ら
は
、
外
部

の
指
導
者
の
先
生
に
来
て
頂
い
て
お
り
、
技

や
試
合
運
び
の
方
法
な
ど
、
様
々
な
事
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
お
陰
で
、
以
前
に
比
べ
、
自
分
が
納
得
す

る
ま
で
稽
古
を
続
け
る
部
員
も
増
え
ま
し

た
。今

年
の
東
海
地
区
高
専
大
会
の
団
体
戦
の

結
果
は
男
子
が
5
位
、
女
子
が
2
位
で
し

た
。
今
年
は
全
国
大
会
が
愛
知
県
豊
田
市
で

行
わ
れ
た
の
で
特
別
枠
と
し
て
我
が
校
の
女

子
団
体
が
全
国
大
会
に
出
場
で
き
ま
し
た
。

や
は
り
全
国
大
会
は
地
区
大
会
と
違
い
、
迫

力
が
あ
り
、
試
合
場
に
立
つ
と
、
緊
張
し
て

自
分
の
思
い
通
り
に
体
が
動
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
結
果
は
予
選
敗
退
で
し
た
が
、
来
年
も

全
国
大
会
に
出
場
す
る
と
い
う
目
標
が
出
来

ま
し
た
。
来
年
は
良
い
結
果
を
残
せ
る
よ
う

に
が
ん

ば
り
ま

す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
紹
介
（
全
国
高
専
体
育
大
会
）

電
子
機
械
工
学
科
４
年

鈴
木
　
達
也

今
年
度
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
主
催

校
と
し
て
全
国
高
専
体
育
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
本
大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行

わ
れ
、
本
校
は
前
回
の
優
勝
校
と
一
回
戦
で

対
戦
し
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
試
合
結

果
は
残
念
で
し
た
が
、
全
国
の
高
専
の
レ
ベ

ル
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。
一
回
戦
の
相
手
校
は

今
大
会
で
も
優
勝
で
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
強
い
チ
ー
ム
は
比
較
的
身
長
の
高

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て

制
御
情
報
工
学
科
２
年

岡
本
　
真
平

平成28年度鳥羽市スポーツ優秀団体表彰を受けて

竹田照人先生（指導者）と女子団体チーム
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い
選
手
が
多
い
の
で
す
が
、
優
勝
校
は
特
別

身
長
が
高
い
選
手
が
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

チ
ー
ム
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
頑
張
る
チ
ー
ム
で

し
た
。
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
も
身
長
が
高
い

選
手
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
練
習
に
励

み
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ

し
て
、
来
年

度
は
自
分
た

ち
の
力
で
全

国
高
専
体
育

大
会
に
出
場

で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

柔
道
部
は
現
在
、
男
子
9
人
、
女
子
3
人

の
部
員
が
い
ま
す
。
部
員
の
多
く
は
高
専
入

学
後
に
柔
道
を
始
め
た
学
生
で
す
。
高
専
大

会
や
三
重
県
学
生
柔
道
大
会
等
へ
の
出
場
や

昇
段
を
目
指
し
、
普
段
は
柔
道
6
段
の
指
導

者
の
も
と
、
校
内
の
柔
道
場
で
、
技
の
研
究

や
乱
取
り
を
中
心
に
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
年
に
数
回
は
、
鈴
鹿
高
専
柔
道
部

と
合
同
練
習
を
行
っ
て
い
る
他
、
最
近
で
は

大
阪
市
役
所
柔
道
部
や
鳥
羽
東
中
学
校
柔
道

部
、
鳥
武
館
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
も
一

緒
に
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
今
年

の
高
専
大
会
で
は
、
女
子
個
人
戦
48
ｋ
ｇ
以

下
級
で
全
国
大
会
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

柔
道
部
の
紹
介

電
子
機
械
工
学
科
４
年

中
世
古
　
玲
弥

男
子
は
惜
し
く
も
団
体
戦
、
個
人
戦
と
も

に
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
次
の
大
会

に
向
け
て
技
を

磨
き
、
も
っ
と

上
へ
と
勝
ち
進

ん
で
い
け
る
よ

う
に
切
磋
琢
磨

し
て
い
き
ま

す
。10

月
12
日
、
今
年
度
の
体
育
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
無

事
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
体
育
祭
実
行
委

員
一
同
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
体
育
祭
を
楽
し
く
且
つ
進
行
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
事
を
目
標
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
を
十
分
に
行

い
、
準
備
に
万
全
を
期
し
ま
し
た
。
各
競
技

に
関
わ
っ
て
い
る
部
活
動
と
の
連
携
が
上
手

く
い
っ
た
こ
と
で
、
最
終
的
に
体
育
祭
全
体

を
楽
し
く
盛
り
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
賞
品
や
参
加
賞

は
、
み
ん
な
に
満
足
し
て
も
ら
え
そ
う
な
品

物
を
選
ん
だ
つ
も
り
で
す
。

当
日
は
、
綱
引
き
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓

球
、
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
７
競
技
に

分
か
れ
て
ク
ラ
ス
対
抗
で
行
い
ま
し
た
。
各

体
育
祭
を
終
え
て

体
育
祭
実
行
委
員
長

　

電
子
機
械
工
学
科
３
年

前
田
　
憲
吾

競
技
ど
れ
も
手
に
汗
握
る
白
熱
し
た
試
合
が

行
わ
れ
、
他
の
ク
ラ
ス
に
負
け
ま
い
と
怒
涛

の
応
援
が
、
体
育
祭
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、
優
勝
ク
ラ
ス
は
電

子
機
械
工
学
科
４
年
生
、
準
優
勝
は
商
船
学

科
３
年
生
と
な
り
ま
し
た
。
ケ
ガ
や
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
、
無
事
楽
し
く
終
え
る
こ
と
が
で

き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
実
行
委
員
長
と
い
う
大
役
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
周
り
の
協
力
も
あ

り
成
功
し
た
一
方
で
、
至
ら
ぬ
点
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
全
体
を
通
し
て
、
あ
ら
た
め

て
人
の
上
に
立
ち
運
営
を
行
う
事
の
重
大
さ

を
知
る
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
、
各
競
技
の
部
活
顧
問
の
教
職
員
の

皆
様
や
学
生
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
今
年

も
素
敵
な
体
育
祭
に
す
る
こ
と
が
で
き
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10
月
29
日
・
30
日
に
今
年
で
第
51
回
目
と

な
る
海
学
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
夜
祭
で
は
強
風
に
見
舞
わ
れ
、
テ
ン
ト

の
屋
根
を
外
す
と
い
う
事
態
に
な
り
ま
し
た

が
、
本
祭
で
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
素
敵
な
海

学
祭
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開
催
に

至
る
ま
で
は
、
学
生
会
役
員
、
学
生
の
皆
さ

ん
、
教
職
員
の
皆
さ
ま
そ
し
て
ス
ポ
ン
サ
ー

の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
学
生
会
一
同

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
海
学
祭
の
テ
ー
マ
は
、「
な
あ
、

海
学
祭
行
こ
に
。」
で
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ

に
は
、
今
年
の
サ
ミ
ッ
ト
で
注
目
さ
れ
た
三

重
の
三
重
弁
を
用
い
る
こ
と
で
、
地
元
の
人

だ
け
で
な
く
、
県
外
の
人
に
も
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
も
込
も
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
た
く
さ
ん
の
人
に
来

場
し
て
い
い
た
だ
き
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
含

め
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
う
の
で
、

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

今
年
度
は
3
・
4
年
生
を
中
心
に
各
部
署

を
担
当
し
ま
し

た
が
、
来
年
は

中
心
メ
ン
バ
ー

の
学
年
も
上
が

る
の
で
、
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
た

海
学
祭
を
開
催

し
た
い
と
思
い

ま
す
。

海
学
祭
を
終
え
て

海
学
祭
実
行
委
員
長

制
御
情
報
工
学
科
３
年

中
村
　
知
華
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　At NIT Toba college, a maritime training is held for students who study maritime technology.
Students of SMA (Singapore Maritime Academy) visit our college to join this maritime training every year.
The participants, including both SMA and Toba students, spent all day on board Toba-Maru.
It is not unique for Japanese students to stay on board on our training ship, while it must be special for SMA students, 
since they don’t have a training ship. So, Japanese students told them about not only Japanese culture but also the actual 
maritime knowledge they know.Most of Japanese students had been to Singapore before this program started. So, they 
know the difficulty to understand a different culture. For most of the 
Singaporeans, this was the first time to come to Japan. So, they might not have 
enough time to learn about Japanese culture.
There are some differences between Japanese and Singaporean students. 
Nevertheless, they had a good time during this program. One of the reasons why 
they could spend great time is their age. They are as young as we.  Therefore, 
they can make a good friendship with us. Through this program, all of the 
participants had a great experience.
As we know a common knowledge, Singapore is the greatest hub port for 
containers. In the future, some of Toba students might work with the 
Singaporean participants.
We hope the experience which they got can be helpful for their future.

Maritime Training with SMA Students
 (Advance Course Maritime System Course)

Koya Omi

Ｍ
Ｅ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加商

船
学
科
３
年

橋
井
　
太
志

　

私
は
、
今
年
の
９
月
に
Ｍ
Ｅ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
大
き
な
建

物
や
商
店
街
な
ど
が
並
び
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
ま

た
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
利
用
す
る
人
々
が
多
く
、
日

本
と
は
異
な
り
、
黄
色
は
も
ち
ろ
ん
、
青
色
や
赤
色
な
ど
の

タ
ク
シ
ー
が
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
日
本
と
異
な

る
点
が
い
く
つ
も
あ
り
、
日
本
と
の
違
い
を
見
つ
け
る
の
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

特
に
驚
い
た
の
が
、
語
学
研
修
の
時
に
学
ん
だ
「
シ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
」
で
し
た
。
英
語
と
は
違
い
、
例
え
ば
、
英
語
で

はhurry up 

と
言
う
が
、
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
に
な
る
と

chop chop　

と
な
り
、
意
味
は
同
じ
で
す
が
、
英
語
と
は

全
く
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

自
由
時
間
に
は
、
向
こ
う
の
人
達
と
一
緒
に
い
ろ
ん
な
場

所
を
観
光
し
た
り
、
企
業
訪
問
や
Ｍ
Ｅ
Ｌ
ク
ル
ー
ズ
な
ど
ま

だ
ま
だ
書
き
足
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
Ｍ
Ｅ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
た
こ
と
で
自
分
の
英

語
力
が
い
か
に
低
い
か
が
わ

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

も
っ
と
英
語
に
力
を
入
れ
、

も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

ト
ビ
タ
テ
！
留
学JAPAN

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

商
船
学
科
３
年

堀
口
　
駿

　

私
は
、
今
回
文
科
省
の
主
催
す
る
留
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学JA

PA
N

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
地
域
人
材

コ
ー
ス
で
三
重
県
代
表
生
と
し
て
ご
採
択
頂
き
、
ア
メ
リ

カ
・
シ
ア
ト
ル
へ
約
半
年
間
留
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

留
学
当
初
に
は
色
々
な
面
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
半
年
間

の
語
学
学
校
で
の
授
業
と
川
崎
重
工
業
米
国
法
人
で
の
２
週

間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
や
現
地
の
多
数

の
日
系
企
業
へ
の
会
社
訪
問
を
通
じ
て
、「
航
空
部
品
輸
送

を
効
率
化
し
、
三
重
県
の
航
空
宇
宙
産
業
を
活
性
化
す
る
」

と
い
う
採
択
頂
い
た
テ
ー
マ
に
対
し
て
現
地
で
学
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
自
身
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア
も
留
学

前
よ
り
も
３
０
０
点
ア
ッ
プ
し
、
留
学
を
成
功
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
私
は
ト
ビ
タ
テ
で
大
き
く
成
長
出
来
た
の

で
、
迷
っ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
三
重
県
や
支
援
企
業
の
方
々
、
先
生
方
、
家
族
、

友
達
の
支
え
が
あ
っ
て
、
自
分
が
ト
ビ
タ
テ
で
留
学
出
来
た

と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生

活
や
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て

努
力
し
て
い
き
ま
す
。
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平
成
28
年
度
英
語
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て

制
御
情
報
工
学
科
４
年

小
山
　
紗
希

　

私
は
8
月
14
日
か
ら
29
日
の
約
２
週
間
、
英
語
キ
ャ
ン
プ

と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
行
き
、
英
語
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
英
語
キ
ャ
ン
プ
に
は
全
国
の
高
専
か
ら
18
名
の

高
専
生
が
参
加
し
て
お
り
、
1
年
生
の
学
生
も
い
ま
し
た
。

私
た
ち
はSingapore Polytechnic
で
２
週
間
英
語
で
の

授
業
を
受
け
ま
し
た
。
授
業
で
は
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
し
た
り
と
て
も
楽

し
く
英
語
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
は
英
語
に

な
か
な
か
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
同
じ
班
の
学
生
に
聞
い

た
り
し
な
が
ら
会
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
が
経

つ
に
つ
れ
て
私
も
英
語
に
少
し
ず
つ
慣
れ
、
英
語
を
聞
き

取
っ
た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
た
ち
は
と
て
も
優
し
く
て
親
し
み

や
す
く
、
放
課
後
は
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
た

り
、
夕
ご
飯
を
食
べ
に
行
っ

た
り
し
ま
し
た
。
休
日
は
授

業
が
な
く
、
1
日
中
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
観
光
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
英
語
キ
ャ
ン
プ
は

た
く
さ
ん
英
語
に
親
し
む

き
っ
か
け
に
な
り
、
私
に

と
っ
て
と
て
も
い
い
経
験
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た

機
会
が
あ
れ
ば
違
う
国
に
も
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
視
察
報
告

国
際
交
流
推
進
室
長

橋
爪
　
仙
彦

　

11
月
20
日
か
ら
25
日
の
６
日
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に

あ
る
オ
タ
ゴ
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
へ
の
視
察
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
来
年
度
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る
新
３
年

生
を
対
象
に
し
た
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
向
け
て
の

も
の
で
、
主
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
専
攻
す
る
学
生
が
参

加
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

オ
タ
ゴ
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
が
あ
る
ダ
ニ
ー
デ
ン
と
い
う
街

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
南
島
に
位
置
し
、
人
口
12
万
人

の
う
ち
２
万
５
千
人
が
学
生
と
い
う
学
園
都
市
で
す
。
日
本

か
ら
は
関
西
国
際
空
港
か
ら
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
直
行
便
で
10

時
間
、
そ
こ
か
ら
国
内
便
に
乗
り
換
え
て
ダ
ニ
ー
デ
ン
空
港

ま
で
２
時
間
、
空
港
か
ら
街
へ
は
車
で
15
分
と
い
う
行
程
で

し
た
。

　

視
察
初
日
は
、
オ
タ
ゴ
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
を
訪
問
し
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
先
方
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
ポ
リ

ネ
シ
ア
語
で
の
出
迎
え
を
受
け
た
後
、
学
内
の
施
設
の
回
り

な
が
ら
、
担
当
者
よ
り
設
備
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
途
中

に
立
ち
寄
っ
た
教
室
で
は
、
１
年
間
の
予
定
で
滞
在
し
て
い

る
金
沢
高
専
の
学
生
が
20
名
ほ
ど
い
て
、
実
習
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
彼
ら
に
う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
が
、
現
地
で
の
生

活
に
満
足
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

二
日
目
は
、
オ
タ
ゴ
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
と
関
係
の
あ
る
現

地
の
企
業
を
訪
問
し
、
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ

て
い
る
学
生
た
ち
に
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
日
本
の
カ
ン

バ
ン
方
式
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
次
々
に
改
善
を
行
っ
て
い

る
企
業
も
視
察
し
ま
し
た
。「kaizen

」
と
い
う
言
葉
が
英
語

に
な
っ
て
い
る
の
を
聞
く
の
は
新
鮮
で
し
た
。
午
後
は
、
ダ

ニ
ー
デ
ン
の
街
や
郊
外
を
回

り
、
周
辺
の
生
活
環
境
や
自
然

環
境
も
充
実
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
宅
を
訪
問
し
、
実
際
に
留

学
す
る
学
生
た
ち
が
生
活
す
る

部
屋
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
バ
ス
、
ト
イ
レ
も
素
敵

で
、
洗
濯
機
も
ち
ゃ
ん
と
整
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ト
ビ

タ
テ
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
を
意
識

し
、
高
専
機
構
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。
は

じ
め
て
海
外
に
行
き
た
い
学
生

に
も
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
内
容
、
そ
し
て
、
申
請
し
や

す
く
な
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
本
校
で
開
催
し

て
い
る
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
併

せ
て
、
海
外
留
学
が
身
近
な
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
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乗
船
実
習
は
、
航
海
・
機
関
の
コ
ー
ス
の

選
択
を
す
る
前
に
、
船
の
仕
事
の
全
て
を
体
験

で
き
る
重
要
な
実
習
で
あ
っ
た
。
船
橋
や
エ
ン

ジ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
で
行
う
当
直
や

出
入
港
作
業
、
揚
投
錨
実
習
、
エ
ン
ジ
ン
の
概

観
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
航
海
・
機
関
の
区
別
な
く

航
海
に
必
要
な
事
を
体
験
で
き
た
。
ま
た
、
乗

船
実
習
と
は
い
う
も
の
の
、
教
室
で
は
通
常
の

授
業
も
受
け
た
。

た
だ
、
海
の
上
と
い
う
だ
け
あ
り
、
風
な

ど
で
船
の
揺
れ
が
大
き
い
時
は
、
船
酔
い
で
実

習
に
耐
え
ら
れ
な
い
人
も
い
た
。
さ
ら
に
、
船

酔
い
が
強
す
ぎ
て
食
事
も
食
べ
ら
れ
ず
、
友
人

に
自
分
の
分
を
あ
げ
て
し
ま
う
人
も
い
た
。
私

に
と
っ
て
は
、
船
で
の
食
事
は
お
い
し
く
楽
し

み
で
も
あ
り
、
い
つ
も
お
腹
一
杯
食
べ
て
い

た
。
１
日
の
課
業
が
終
わ
る
と
疲
れ
て
い
る
の

か
、
早
々
と
ボ
ン
ク
で
寝
て
し
ま
う
人
も
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
、
元
気
な
人
も
お
り
、
こ
の
よ

う
な
人
は
友
人

と
話
を
し
た
り

し
て
い
た
。

乗
船
実
習
は
、

友
人
達
と
共
に

暮
ら
す
こ
と
も

含
め
、
普
通
の

学
校
生
活
で
は

で
き
な
い
体
験

も
で
き
、
私
に

と
っ
て
良
き
思

い
出
と
な
っ
た
。

自
ら
の
人
生
観
が
変
わ
る
…
。
こ
れ
が
私

が
１
カ
月
の
航
海
訓
練
に
て
得
た
1
番
大
き

な
出
来
事
だ
っ
た
。

初
め
は
苦
難
の
連
続
だ
っ
た
。
慣
れ
な
い

船
で
の
生
活
や
新
た
な
人
間
関
係
、
様
々
な

不
安
で
私
の
心
は
押
し
潰
れ
そ
う
だ
っ
た
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
を
見
て
毎
日
溜
め
息
を
つ

い
て
い
た
の
を
今
で
も
憶
え
て
い
る
。

し
か
し
、
１
週
間
も
す
れ
ば
他
商
船
と
の

友
情
も
生
ま
れ
実
習
に
も
慣
れ
て
き
た
。
最

初
は
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
実
習
も
日
を
追

う
ご
と
に
出
来
る
事
が
少
し
ず
つ
増
え
実
習

に
対
す
る
意
欲
も
深
ま
っ
た
。
又
、
船
内
で

生
活
す
る
内
に
他
の
実
習
生
と
話
す
機
会
も

増
え
、
大
変
だ
っ
た
が
楽
し
く
充
実
し
た
毎

日
を
送
る
事
が
出
来
た
。

今
回
の
実
習
を
経
て
苦
難
を
切
り
抜
け
る

力
、
新
た
な
生
活
に
対
応
す
る
力
、
諦
め
な

い
こ
と
を
身
を
持
っ
て
学
ん
だ
。
船
内
で
の

生
活
は
正
直
大
変
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

中
で
も
学
べ
る
こ
と
や
良
い
思
い
出
は
沢
山

あ
り
、
今
振
り
返
れ
ば
、
楽
し
か
っ
た
と
一

言
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

四
年
生
の
後
期
よ
り
始
ま
る
遠
洋
航
海
に

向
け
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
う
。

帆
船
・
日
本
丸
で
の
遠
洋
航
海

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
５
年　

青
木
　
翔
馬

私
は
４
年
生
の
時
、
帆
船
「
日
本
丸
」
で

ハ
ワ
イ
ま
で
航
行
し
ま
し
た
。
実
際
に
風
で

ハ
ワ
イ
に
行
く
場
合
、
風
を
捕
ま
え
る
た
め

進
路
を
こ
ま
め
に
変
え
ま
す
。
風
が
変
わ
っ

た
か
判
断
す
る
際
に
頼
れ
る
の
は
自
分
の
感

覚
の
み
で
す
。
こ
れ
が
実
習
開
始
当
初
は
本

当
に
難
し
く
、
周
り
の
景
色
も
変
わ
ら
な
い

た
め
本
当
に
ハ
ワ
イ
に
近
づ
い
て
い
る
の
か

不
安
に
思
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
し
た
。
次
第

に
、
日
本
丸
に
乗
っ
て
い
る
４
校
の
商
船
高

専
の
同
期
の
仲
間
と
、
自
分
た
ち
の
力
で
船

を
運
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
に
楽
し
さ
を
覚

え
は
じ
め
、
ハ
ワ
イ
に
着
い
た
時
に
は
な
ん

と
も
言
え
な
い
達
成
感
と
喜
び
を
感
じ
ま
し

た
。
や
は
り
こ
の
よ
う
な
経
験
は
鳥
羽
商
船

高
等
専
門
学
校
に
入
学
し
た
か
ら
こ
そ
出
来

る
事
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
帆
船
に
乗
る
本
校

の
学
生
は
陸
に
は
な
い
た
く
さ
ん
の
事
が
学

べ
る
の
で
、
是
非
楽
し
ん
で
行
っ
て
き
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

銀
河
丸
で
の
乗
船
実
習

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
5
年　

山
本
　
朴

四
年
生
の
後
期
に
練
習
船
・
銀
河
丸
に
て

10
月
1
日
か
ら
2
月
29
日
ま
で
の
5
ヶ
月
間

乗
船
実
習
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
間
入
港
し

た
港
は
東
京
、
七
尾
、
佐
世
保
、
神
戸
、
別

府
、
広
島
、
横
浜
、
名
古
屋
、
高
松
で
、
日

本
沿
岸
を
一
周
し
ま
し
た
。
銀
河
丸
は
二
年

次
の
実
習
以
来
二
度
目
の
乗
船
で
し
た
が
、

他
高
専
や
大
学
生
と
一
緒
に
乗
船
し
、
新
た

な
気
持
ち
で
実
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
の
実
習
で
は
、
初
め
て
夜
航
海
の
当

直
が
あ
り
、
４—

８
直
で
夜
中
の
三
時
半
に

機
関
室
に
入
り
、
朝
の
八
時
ま
で
当
直
を
行

う
大
変
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。
実

習
後
半
で
は
座
学
よ
り
も
体
を
使
っ
て
行
う

整
備
作
業
が
増
え
、
機
関
士
が
仕
事
で
行
う

内
容
を
自
分
た
ち
で
行
い
、
こ
れ
ま
で
頭
の

中
で
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
体
で
覚
え
る
よ

う
努
力
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
燃
料
の

補
油
作
業
な
ど
、
実
際
に
動
い
て
い
る
船
を

間
近
で
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
来
年
、

6
か
月
間
の
乗
船
実
習
が
あ
り
ま
す
が
、
で

き
る
限
り
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
就

職
後
の
仕
事
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
ヵ
月
の
実
習
を
行
っ
て

商
船
学
科
３
年　

中
村
　
海
斗

航
海
訓
練
所
に
て商

船
学
科
３
年　

森
山 

風
音

遠
洋
航
海
中
の
帆
船
・
日
本
丸

銀
河
丸
の
主
機
（
エ
ン
ジ
ン
）

実
習
中
の
風
景

日
本
丸
の
夜
景



商
船
学
科
乗
船
実
習

商
船
学
科
遠
洋
航
海
実
習

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
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私
は
こ
の
夏
休
み
に
、N

T
T

-M
E

の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、と
う
道
見
学
で
す
。
皆
さ
ん
「
と
う
道
」

が
ど
ん
な
も
の
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？
と
う

道
と
は
、
地
下
に
あ
る
巨
大
な
空
間
で
、
通

信
に
必
要
な
ケ
ー
ブ
ル
が
多
数
配
線
さ
れ
て

い
る
場
所
の
こ
と
で
す
。
こ
の
と
う
道
は
社

員
の
3
割
程
し
か
実
際
に
見
た
こ
と
が
な
い

場
所
で
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
社
員
の
方
と
お
話
し

す
る
機
会
が
あ
り
、「
当
た
り
前
を
当
た
り

前
に
」
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

現
在
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
使
え
ま
す
が
、
作
業
の

ミ
ス
一
つ
で
当
た
り
前
で
は
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
、「
当
た
り
前
を
当
た
り

前
に
」
す
る
こ
と
が
す
ご
く
難
し
い
の
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は

実
習
や
見
学
だ
け
で
な
く
他
高
専
の
人
と
話

せ
た
こ
と
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
森
永
乳
業
株
式
会
社
中
京
工
場
の
校

外
実
習
に
参
加
し
ま
し
た
。
実
習
で
は
飲
料
製

品
の
製
造
工
程
に
つ
い
て
学
習
し
、
最
終
日
に

ま
と
め
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
で
ま
と

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
習
に
対
し
て
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
社
員
や
役
員

の
方
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
機

会
は
貴
重
な
の
で
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
今
回
宿
泊
さ
せ
て
頂
い
た
寮
で
は
先

輩
た
ち
が
歓
迎
会
を
開
い
て
く
だ
さ
る
な
ど
、

親
密
に
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
先
輩
た
ち

と
の
距
離
感
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
実
際
に
働

い
て
み
た
感
想
や
、
良
い
点
、
悪
い
点
な
ど
、

今
後
の
就
職
活
動
の
参
考
に
な
る
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
校
外
学
習
を
通
し
て
他
高
専
の
人

と
深
く
関
わ
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
情
報
を
交

換
し
た
り
、
職
場
の
方
々
と
接
す
る
こ
と
で
自

分
の
将
来
に
関
す
る
意
識
の
低
さ
や
自
習
中
の

姿
勢
な
ど
の
課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
実
際
に
働
く
う
え
で
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
ど

れ
だ
け
完
成
度

の
高
い
も
の
を

作
る
こ
と
が
出

来
る
か
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
し

た
。
今
回
学
ん

だ
こ
と
を
今
後

の
学
校
生
活
に

活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

学
生
会
議
長　

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
３
年

柴
田
　
蘭
乃

８
月
30
日
と
31
日
の
２
日
間
に
行
わ
れ
た

今
年
度
の
リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
参

加
し
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
、
本
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
学
生
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

学
生
会
役
員
の
他
に
、
各
ク
ラ
ブ
の
代
表
、

寮
生
会
役
員
、
鈴
鹿
高
専
の
学
生
会
役
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

初
日
の
午
後
は
、
鈴
鹿
の
青
少
年
セ
ン

タ
ー
で
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
宗
田
先
生
の

ご
指
導
の
も
と
、
集
団
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
夜
に
は
学
生
会
役
員
と
ク
ラ
ブ
代
表
に

分
か
れ
て
、
学
生
会
役
員
は
、
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
私
は
学
生
会

役
員
と
し
て
、
鈴
鹿
高
専
の
学
生
会
役
員
の

人
と
、
学
校
祭
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
し

た
り
、
海
学
祭
に
向
け
て
話
し
合
っ
た
り
し

ま
し
た
。

２
日
目
は
京
都
の
清
水
寺
周
辺
を
観
光
し

ま
し
た
。清
水
寺
で
お
み
く
じ
を
引
い
た
り
、

周
辺
を
散
策
し
た
り
、
ま
る
で
修
学
旅
行
を

し
て
い
る
気
分
に
な
り
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

こ
の
２
日
間
の
研
修
で
、
リ
ー
ダ
ー
に
必

要
な
要
素
と
は
何
か
、
人
に
自
分
の
意
見
を

伝
え
る
難
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
今
回
の
経

験
を
生
か
し
て
学
生
会
活
動
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加
し
て(

部
活
動
代
表)

　

文
芸
部　

制
御
情
報
工
学
科
３
年

　

竹
内
　
勇
勝

８
月
30
日
・
31
日
に
行
わ
れ
た
リ
ー
ダ
ー

ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
文
芸
部
の
代
表
と
し
て

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
部
活
動
の
み
が
行
っ

た
事
は
、
１
日
目
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
講
習

で
す
。
内
容
は
部
活
動
内
で
の
安
全
管
理
に

つ
い
て
で
し
た
。
各
部
活
動
で
事
故
に
繋
が

る
可
能
性
の
あ
る
も
の
・
事
象
を
把
握
し
、

対
策
を
練
り
ま
し
た
。
運
動
部
は
命
に
関
わ

る
事
故
も
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
熱

中
症
対
策
や
、
事
故
対
策
、
備
品
点
検
な
ど
、

真
剣
な
表
情
で
考
え
書
き
出
し
て
い
ま
し

た
。私
が
代
表
と
し
て
参
加
し
た
文
芸
部
は
、

文
化
部
な
の
で
特
に
危
険
な
こ
と
も
無
い
か

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
紙
に
書
き
出
す

う
ち
に
次
々
事
故
や
ケ
ガ
に
繋
が
る
可
能
性

の
あ
る
も
の
が
出
て
き
て
、
驚
き
な
が
ら
も

細
か
な
事
で
も
安
全
管
理
を
徹
底
し
な
け
れ

ば
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通

し
て
、
各
部
活
動
は
更
な
る
安
全
管
理
の
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
、
快
活
に
部

活
動
が
行
え
る
よ
う
更
に
安
全
管
理
を
徹
底

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

NTT-M
E

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て

電
子
機
械
工
学
科
４
年　

馬
場
　
大
聖

校
外
実
習
に
参
加
し
て

制
御
情
報
工
学
科
4
年　

尾
﨑
　
友
哉



工
場
見
学

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

練
習
船
「
あ
ま
き
」
と
陸
上
帆
船

名
誉
教
授

　水
野
　逸
夫
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私
た
ち
電
子
機
械
工
学
科
4
年
生
は
10
月
19
日
か

ら
10
月
21
日
に
か
け
て
、
愛
知
と
横
浜
地
区
の
３
箇

所
の
工
場
見
学
に
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
に
は
愛
知
県
に
あ
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
見

学
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
訪
れ
た
元
町
工
場
で
は
、

ク
ラ
ウ
ン
や
マ
ー
ク
Ｘ
な
ど
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。

工
場
を
見
学
し
た
後
は
、
ト
ヨ
タ
会
館
を
散
策
し
な

が
ら
、
車
に
関
す
る
事
を
分
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

2
日
目
に
は
横
須
賀
に
あ
る
海
洋
研
究
開
発
機
構

(JAM
STEC)

の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
訪

れ
た
時
、
偶
然
に
も
し
ん
か
い
６
５
０
０
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
整
備
済
み
実
機
を

見
ら
れ
る
だ
け
で
も
運
が
い
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の

に
、
さ
ら
に
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
現
場
で
し
ん
か
い

６
５
０
０
の
内
部
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
東
京
ガ
ス
に
行
き
ま
し
た
。
東
京
ガ

ス
で
は
、
ガ
ス
を
輸
入
し
て
、
そ
れ
を
保
存
、
家
庭

に
送
る
過
程
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
説
明

を
聞
い
た
後
は
、
バ
ス
に
乗
り
、
敷
地
内
の
見
学
に

参
加
し
ま
し
た
。
世
界
最
大
級
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
蔵
タ
ン

ク
な
ど
を
バ
ス
の
中
か
ら
で
す
が
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
回
の
工
場
見
学
で
は
、
め
っ
た
に
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
車
が
で
き
る
ま
で
の
工
程
や
、
し
ん
か
い

６
５
０
０
の
整
備
、

世
界
最
大
級
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
貯
蔵
タ
ン
ク

を
見
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
い
い

体
験
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
今
回

の
経
験
を
、
是
非

と
も
就
職
活
動
に

生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

工
場
見
学
で
は
、「
ト
ヨ
タ
自
動
車
」
の
ト

ヨ
タ
会
館
・
元
町
工
場
と
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ

を
見
学
し
ま
し
た
。
元
町
工
場
に
は
、
ラ
イ
ン

ト
レ
ー
ス
を
し
て
自
動
で
物
を
運
ぶ
部
品
運
搬

車
が
あ
り
、
今
自
分
た
ち
が
学
ん
で
い
る
技
術

が
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
工
場
内
を
見
学
し
、

実
際
に
仕
事
を
し
て
い
る
人
を
見
る
こ
と
で
工

場
の
雰
囲
気
や
作
業
の
大
変
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
「
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
」
を
見

学
し
ま
し
た
。
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
は
天
気
予

報
を
活
か
し
て
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
交
通
機
関
を
安
全

に
運
行
さ
せ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
天
気
予
報

を
配
信
し
た
り
、

マ
ル
チ
に
活
躍

し
て
い
る
印
象

を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
会
社
な

の
で
英
語
の
重

要
性
を
改
め
て

知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

工
場
見
学
を
終
え
て
、
各
会
社
の
社
員
の

方
々
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
や
意
識
の
高
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
機
会
で
学

ん
だ
こ
と
を
今
後
の
就
職
活
動
に
活
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て

商
船
学
科
２
年　

服
部
　
達
人

私
た
ち
商
船
学
科
二
年
生
は
十
月
十
九
日
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
津
営
業
所
と
い
う
造
船
会
社
と
名
古

屋
港
を
見
学
し
ま
し
た
。

造
船
所
で
は
ま
ず
、
工
場
と
造
船
に
つ
い
て

の
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
工
場

内
を
バ
ス
で
見
学
し
ま
し
た
。
工
場
内
は
と
て

も
多
く
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
で
作
業
を
し

て
い
ま
し
た
。
見
学
を
終
え
て
か
ら
、
本
校
の

卒
業
生
の
方
が
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、
学
校
に

い
る
間
に
何
を
す
べ
き
か
な
ど
を
改
め
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
は
、
船
に
乗
っ
て
名
古
屋
港
管
理
組
合

の
方
か
ら
名
古
屋
港
に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し

た
。
名
古
屋
港
に
は
「
名
港
ト
リ
ト
ン
」
と
い

う
三
つ
の
橋
が
あ
り
、
名
古
屋
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
平
成
十
年
三
月
に
開
通
し
ま
し
た
。
私
た

ち
は
名
港
中
央
大
橋
と
い
う
白
い
橋
の
下
を
通

り
ま
し
た
。
名
古
屋
港
に
は
と
て
も
沢
山
の
船

が
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
自
分
の
将
来

に
つ
い
て
考
え

を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
コ
ー
ス

選
択
や
就
職
活

動
で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
感
想

電
子
機
械
工
学
科
２
年　

新
開
　
皓
太

私
達
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
三
重
県
立
博

物
館
と
中
部
電
力
川
越
火
力
発
電
所
に
行
き
ま

し
た
。
三
重
県
立
博
物
館
に
は
ミ
エ
ゾ
ウ
の
化

石
の
レ
プ
リ
カ
な
ど
の
歴
史
的
な
も
の
か
ら
動

物
・
昆
虫
な
ど
の
剥
製
や
標
本
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
三
重
県
に
つ
い
て
改
め
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
川
越
火
力
発
電
所
で

は
、
私
た
ち
の
生
活
は
電
気
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

川
越
発
電
館
テ
ラ
４
６
で
は
、
環
境
の
こ
と

や
電
力
の
こ
と
を
ゲ
ー
ム
に
し
て
あ
る
機
械
が

た
く
さ
ん
あ
っ
て
小
さ
い
子
で
も
楽
し
め
て
い

い
と
思
い
ま
し
た
。
一
階
に
あ
る
伊
勢
湾
ジ
オ

ラ
ン
ド
で
は
小
さ
い
自
転
車
で
違
う
科
の
み
ん

な
と
レ
ー
ス
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
漕
ぎ
づ

ら
い
自
転
車
で
の
レ
ー
ス
は
と
て
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
私
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
一
番

楽
し
か
っ
た
の
は
、
バ
ス
で
の
移
動
時
間
で
す
。

私
た
ち
の
バ
ス
で
は
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
を
し

て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
で
は
意
外

と
歌
が
上
手
な
子
が
い
た
り
、
苦
手
な
子
も
い

た
り
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、

よ
り
み
ん
な
の
こ
と
知
れ
た
気
が
し
ま
す
。
私

は
卒
業
ま
で
に
も
っ
と
み
ん
な
を
知
っ
て
仲
良

く
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

工
場
見
学
に
参
加
し
て

電
子
機
械
工
学
科
４
年　

北
村
　
優
磨

工
場
見
学
を
終
え
て

制
御
情
報
工
学
科
４
年　

中
川
　
樹

テラ46



工
場
見
学

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

練
習
船
「
あ
ま
き
」
と
陸
上
帆
船

名
誉
教
授

　水
野
　逸
夫

15

１
．
練
習
船
「
あ
ま
き
」
と
陸
上
帆
船
の

建
造

　

明
治
44
年
、
本
校
は
鳥
羽
町
立
か
ら
三
重
県
立
へ
と
移
管

さ
れ
、
校
地
、
校
舎
は
現
在
地
へ
と
移
転
し
た
。
県
立
移
管

後
、
設
備
充
実
の
た
め
、
練
習
船
と
陸
上
実
習
設
備
と
し
て

の
陸
上
帆
船
が
建
造
さ
れ
た
。
練
習
船
「
あ
ま
き
」（
３
本

マ
ス
ト
の
バ
ー
ク
型
、300

総
ト
ン
補
助
機
関
付
）
の
建
造

は
、
大
正
５
年
４
月
、
鳥
羽
の
江
崎
造
船
所
で
始
ま
り
、
大

正
５
年
９
月
に
進
水
、
大
正
６
年
１
月
に
竣
工
し
た
。
建
造

に
あ
た
っ
て
は
、
費
用
節
約
の
た
め
、
旧
軍
艦
「
天
城
」
を

解
体
し
、
再
使
用
で
き
る
も
の
は
で
き
る
だ
け
利
用
し
た
。

「
天
城
」
は
明
治
42
年
に
海
軍
よ
り
本
校
に
保
管
転
換
さ
れ
、

池
ノ
浦
に
定
置
し
て
実
習
に
利
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
大
正
６
年
３
月
、
実
習
設
備
と
し
て
校
地
内
に
「
あ
ま

き
」
と
ほ
ぼ
同
型
の
陸
上
帆
船
（
長
さ29.0

ｍ
、
幅7.3

ｍ
、

深
さ1.7

ｍ
）
が
建
造
さ
れ
た
。

２
．「
あ
ま
き
」
と
陸
上
帆
船
の
活
躍

　「
あ
ま
き
」
は
、
毎
年
の
維
持
運
航
費
を
贖
う
た
め
、
民

間
業
者
と
契
約
を
結
び
、
実
際
の
海
運
業
に
携
わ
り
な
が
ら

実
習
航
海
を
行
っ
た
。
不
況
の
た
め
、
係
船
さ
れ
て
い
た
時

期
も
あ
っ
た
が
、
南
洋
の
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
や
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
と
の
往
復
や
日
本
の
沿
海
航
路
で
活
躍
し
た
。
陸
上
帆
船

は
校
内
実
習
に
活
用
さ
れ
、
本
校
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
設
置

場
所
が
校
内
の
北
西
端
で
あ
っ
た
の
で
、
道
路
や
国
鉄
参
宮

線
の
列
車
か
ら
よ
く
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
鳥
羽
の
名
所
と

し
て
有
名
で
あ
っ
た
。

３
．「
あ
ま
き
」
と
陸
上
帆
船
の
最
期

　

大
正
14
年
３
月
13
日
、「
あ
ま
き
」
は
東
京
か
ら
大
阪
へ

の
航
海
途
中
、
静
岡
県
の
相
良
町
沖
合
１
ｋ
ｍ
の
地
点
で
暗

礁
に
乗
り
上
げ
た
。
船
体
の
破
損
の
程
度
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
は
な
く
、
修
理
や
引
き
上
げ
の
努
力
が
行
わ
れ
た
。
し
か

し
３
月
20
日
過
ぎ
か
ら
連
日
強
い
風
波
が
続
き
、
引
揚
げ
作

業
場
が
す
べ
て
破
壊
さ
れ
、
船
体
も
大
破
し
た
た
め
、
つ
い

に
放
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
死
傷
者
が
１
名
も
出
な
か
っ
た

こ
と
だ
け
が
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。

　

陸
上
帆
船
は
長
く
実
習
に
使
わ
れ
。
本
校
の
花
形
で
あ
り

続
け
た
。
し
か
し
太
平
洋
戦
争
の
末
期
か
ら
終
戦
後
に
お
け

る
物
資
不
足
、
予
算
不
足
の
た
め
、
船
体
や
マ
ス
ト
、
索
具

類
の
保
守
管
理
や
修
理
が
で
き
ず
、
危
険
な
状
態
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
戦
後
は
実
習
に
使
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
放
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ

る
被
害
損
傷
が
大
き
く
、
昭
和
35
年
７
月
に
撤
去
さ
れ
た
。

陸上帆船の絵葉書 （ 昭和１２年頃 ）
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　学校だより第８５号をお届け致します。

　本号は、近年活躍の目覚ましいコンテストやクラブ活動などの本校学生の自主的活動や、各種国

際交流プログラムや郊外実習における学生の活躍を中心とした内容でお送りしております。

　長い歴史を礎に、新たな道を切り開いて歩み続ける本校の今の姿をお伝えできれば幸いです。

　本号におきましても、多くの方に記事をお寄せ頂きました。有難うございました。

（山下記）

編集後記

　平成２８年度専攻科（海事システム学専攻）５名を迎える入学式が10月３日（月）に挙行されました。
　新田校長から「初志を貫徹し、創造性豊かな、そして社会的応用性の高い研究を行い、これからの二年
間が有意義なものとなることを願います」と祝辞が述べられた後、新入生代表から「グローバルな視点で
物事を考え、社会に貢献できる立派な海事従事者となれるよう、精一杯取り組んで行きます」と挨拶があ
りました。
　新たな門出を迎えた新入生たちは、希望に満ち溢れた表情で会場を後にしました。

平成28年度専攻科（海事システム学専攻）入学式挙行

　本校では今年度も、広く地域社会に学習の機会を提供することを目的として、公開講座「サイ
テクランド 2016」を開催しました。
　今年度も、幅広い分野で実施し、142名の参加がありました。各講座の受講者は、先生の説明
を熱心に聞き、意欲的に授業に取り組んでいました。
　出前授業では、依頼があった伊勢・鳥羽市内の中学校を訪問し、3DCGの作成体験や、オリジナ
ル下敷き作り、LEGOロボットを使った授業等、普段経験することができない授業を体験していた
だきました。
　また、NPO法人「故郷の海を愛する会」との共催で、本校練習船鳥羽丸に乗船して体験航海と
造船所見学を行いました。造船所では船の建造の様子を見学し、重い鉄の船が浮く仕組みを勉
強していただきました。

公開講座「サイテクランド2016」を実施

学校通信

おもしろ理科実験

鳥羽商船高等専門学校　http://www.toba-cmt.ac.jp
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●校長式辞
●就職・進学
●全国高専プログラミングコンテスト
●学生の活躍
●国際交流
●実習・研修
●練習船「あまき」と陸上帆船
●学校通信

SMA鳥羽丸トレーニング
留学生歓迎パーティー

全国高専ロボットコンテスト

全国高専プログラミングコンテスト

商船学科卒業式

独立行政法人国立高等専門学校機構

独立行政法人国立高等専門学校機構

公開講座・出前授業

講　　座　　名　　称 開 催 日 時

伊勢志摩サミットお祭り広場 5月21日（土）・22日（日）

集まれ！七夕♪夕涼み♪ 7月7日（木）

オリジナル下敷き 8月17日（水）

３ＤＣＧを体験 8月17日（水）

オリジナル T シャツ 10月12日（水）

ロボット講座 10月22日（土）

LEGO 初級 11月3日（木）

オリジナル下敷き 11月9日（水）

LEGO 初級 12月9日（金）

LEGO 初級 1月13日（金）

講　　座　　名　　称 開 催 日 時

鳥羽丸体験航海「伊勢湾を調べよう」 7月26日（火）

ソーラーで動くおもちゃ工作 8月19日（金）

手作り振動型発電機を作って LED を光らそう 8月23日（火）

電気を測ってオームの法則を確認しよう 8月25日（木）

"「INNOVATOR’S  SUMMER」in 鳥羽商船
　いちごジャムでマイコンプログラミング "

8月26日（金） 
8月27日（土）

3D プリンタでオリジナルスマートフォンスタンドを
作ってみよう 8月29日（月）

おもしろ理科実験 9月4日（日）

出前授業一覧 公開講座一覧　サイテクランド in 鳥羽商船高専　 


